
平成１６年３月１日号　12

在
宅
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所

「
あ
ざ
み
作
業
所
」
が
、
朝
日
町
三

丁
目
（
前
橋
赤
十
字
病
院
東
。
旧
心

身
障
害
者
福
祉
会
館
）
へ
移
転
し
ま

し
た
。
在
宅
精
神
障
害
者
の
社
会
参

加
を
目
指
し
、
生
活
訓
練
と
し
て
簡

単
な
内
職
（
報
酬
有
り
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
見
学
や
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
料
理
教
室
、
小
旅
行
な

ど
も
実
施
し
、
仲
間
づ
く
り
も
で
き

ま
す
。
入
所
や
見
学
を
希
望
す
る
人

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
あ
ざ
み
作
業
所

�
２
３
１
―
０
３
３
１
へ
。

日
時
＝
�
４
月
16
日
〜
７
月
30
日
の

金
曜
十
六
回
、
午
後
７
時
〜
９
時
　

�
４
月
20
日
〜
８
月
３
日
の
火
曜
十

六
回
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
４
月
16

日
�
午
後
７
時
に
開
講
式
な
ど
を
開

催
）

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
（
日

吉
町
二
丁
目
）

対
象
＝
十
八
歳
以

上
の
初
心
者
、
�
は
六
十
人
�
は
三

十
人
（
抽
選
）

参
加
費
＝
八
百
五

十
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み

＝
３
月
15
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
受
講
曜
日
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
・
勤
務
先
（
学
校
）
の
所
在
地
・

受
講
理
由
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
７
前
橋
市
日
吉
町
二
丁
目
一

七
―
一
〇
・
総
合
福
祉
会
館
内
市
聴

覚
障
害
者
福
祉
協
会
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
障
害
福
祉
課
�
８
９
０
―
６
１

４
０

日
時
＝
〈
基
礎
〉
５
月
10
日
〜
７
月

26
日
の
月
曜
十
二
回
〈
応
用
〉
８
月

９
日
〜
12
月
13
日
の
月
曜
九
回
、
午

後
１
時
〜
４
時
　
会
場
＝
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
新
前
橋
町
）

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
、

二
十
人（
選
考
）。
�
六
十
歳
未
満
�

県
内
在
住
�
講
座
修
了
後
に
音
訳
奉

仕
員
と
し
て
県
立
点
字
図
書
館
で
録

音
図
書
製
作
の
奉
仕
活
動
が
で
き
る

�
３
月
17
日
�
・
18
日
�
、
午
前
10

時
〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
に
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
四
回
の
説
明
会
に
い
ず
れ
か
一
回

出
席
で
き
る
　
内
容
＝
視
覚
障
害
者

の
現
状
と
福
祉
対
策
、
点
字
図
書
館

と
奉
仕
活
動
、
朗
読
（
音
訳
）
の
基

礎
理
論
と
実
践
　
参
加
費
＝
千
四
百

円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
＝

説
明
会
当
日
会
場
へ
直
接
　
問
い
合

わ
せ
＝
県
立
点
字
図
書
館
�
２
５
５

―
６
５
６
７
　
そ
の
他
＝
選
考
結
果

は
４
月
30
日
�
ま
で
に
通
知

身
近
な
動
植
物
を
通
じ
て
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
環
境
を
調
べ
る
「
み

ぢ
か
な
季
節
か
ん
じ
隊
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
者
に
は
調
査

方
法
の
資
料
を
送
付
。
身
の
周
り
の

自
然
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

調
査
期
間
＝
３
月
下
旬
〜
８
月
下
旬

対
象
＝
一
般
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）、
先
着
五
十
人
。
３
月
21
日

�
午
前
９
時
30
分
に
講
習
会
を
開
催

内
容
＝
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
日
・

ツ
バ
メ
の
営
巣
・
セ
ミ
の
鳴
き
声
な

ど
の
調
査
、
結
果
の
報
告
　
申
し
込

み
＝
３
月
15
日
�
ま
で
に
環
境
課
�

８
９
０
―
６
２
９
２
へ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定
を

各
清
掃
工
場
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
排
ガ
ス
・
焼
却
灰
・
排
水
な

ど
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
、
す

べ
て
法
律
に
定
め
る
排
出
基
準
以
下

で
し
た
。
結
果
は
右
表
の
と
お
り
で

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
清
掃
施
設
課
�

２
２
３
―
５
３
１
５
へ
。

移
転
し
ま
し
た

あ
ざ
み
作
業
所

身
近
な
動
植
物
で

自
然
観
察
し
よ
う

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

濃
度
は
基
準
以
下

総
合
福
祉
会
館
で

初
級
手
話
学
ぼ
う

受
け
ま
せ
ん
か

音
訳
奉
仕
の
講
座

基本を丁寧に指導

平成１5年度各清掃工場ダイオキシン類測定結果
六供清掃工場
測定結果

0.00015 n�-TEQ/�N
0.00016 n�-TEQ/�
0.097 n�-TEQ/�
0.0012 p�-TEQ/L

測定結果
0.00013 n�-TEQ/�N
0.00023 n�-TEQ/�

1.3 n�-TEQ/�

0.00053 p�-TEQ/L
0.047 p�-TEQ/L

基準値
排ガス １n�-TEQ/�N
焼却灰
飛灰
排水

排ガス
焼却灰
飛灰

浸出水処理施設放流水
地下水

�六供清掃工場は既設炉で薬品処理を行って
いるため、飛灰の基準（3n�-TEQ/�）の適
用が猶予されている。
�地下水は実測値が検出下限値以上の場合は
そのまま、検出下限値未満の場合は検出下
限値の1/2を用いて算出した数値。
�１n�（ナノグラム）は、１０億分の１グラム。
�１p�（ピコグラム）は、１兆分の１グラム。
�TEQ（毒性当量）は、ダイオキシン類の毒性の強
い物に換算した量。
�１�N（立方メートルノルマル）は、標準状態（１
気圧、摂氏０�）の１�に換算した単位

３n�-TEQ/�
３n�-TEQ/�
10p�-TEQ/L

基準値
１n�-TEQ/�N
３n�-TEQ/�
３n�-TEQ/�

10p�-TEQ/L
１p�-TEQ/L

女
性
と
男
性
が
共
に
参
画
し
、

共
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
男
女
共
同
参

画
情
報
誌
「
新
樹
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
情
報
誌
の
編
集
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３

月
31
日
　
対
象
＝
十
八
歳
以
上
で
、

平
日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
新
樹
」
の
編
集

人
、
五
人
（
選
考
）

内
容
＝
情

報
誌
の
企
画
・
立
案
・
取
材
・
原

稿
執
筆
・
編
集
な
ど
　
申
し
込
み

＝
３
月
31
日
�
ま
で
に
郵
送
ま
た

は
直
接
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
（
学
校
名
）・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
（
用
紙

自
由
）の
応
募
動
機
作
文
を
添
え
、

〒
３
７
１
―
０
０
２
３
前
橋
市
本

町
一
丁
目
五
―
二
・
市
職
員
研
修

会
館
内
男
女
共
同
参
画
室（
�
８
９

０
―
６
５
１
７
）
へ

亀泉清掃工場

荻窪最終処分場


